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万葉の森船岡山に建てられた蒲生野での薬猟を描いた巨大レリーフ。レリーフの隣には、万葉集で詠まれ
た数々の植物と歌を紹介した万葉植物園があります。船岡山の山頂には、歌碑も建てられています。

布引焼の万葉のレリーフが飾られた近江鉄道八日市
駅は、近畿の駅百選にも選ばれています。
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　本市は古代史に名を残した歌人た
ちが活躍した地域です。今回紹介し
た歌のほかにもたくさんの万葉ロマ
ンが散在しています。
　さわやかな風を感じる新緑のこの
季節に、市内にある万葉集ゆかりの
場所や歌碑を訪ねて、歌人に思いを
はせてみてはいかがでしょうか。

歴史文化振興課
林　雄飛さん
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